
第５回 地域フォーラム
～平群町発展ビジョン～

令和元年９月１４日

平群町長 西脇 洋貴



面 積 ２３．９０ｋ㎡

人 口 １８，８２７人
（男８，８８１人 女 ９，９４６人）

世帯数 ８，０１９世帯
※人口・世帯数 Ｒ１．８月末

年齢別 ６５歳以上 ７，０６９人
（男３，１６６人 女３，９０３人）

高齢化率 ３７．５％





理念 １

平群谷の豊かな緑に包まれて暮らすまち平群

里山の自然を将来にわたり守っていくために、まちの
中で活躍する住民の力をつなぎ、里山や平群町のシン
ボルである竜田川を保全、活用する取組を進めていま
す。

具体的な取組として



•鯉のぼりの吹き流し

住民協働の取組

竜田川の保全活用
鯉のぼりの吹き流し



•桜のライトアップ

住民協働の取り組み

竜田川の保全活用
桜のライトアップ



理念 ２

地域資源が産業の活性と将来の希望をつなぐまち

平群

基幹産業である農業の６次産業化や、各産業分野間での
連携、産学官民間の連携を促進し、新たな産業が生まれ
やすい素地をつくり、地域で経済循環が出来る仕組みを
整えます。

具体的な取組として





•小菊

小菊

“品質の高さ”“安定した出荷量”

出荷量日本1位(夏秋期)



ぶどう
ぶどう

デラウェア、
シャインマスカット、
巨峰など

多品種の生産に
よる付加価値の向上を目指す



バラ
バラ ITを活用した出荷体制

による鮮度の保持

バラの苗から
生花の販売までを一体運営



イチゴ

若干の新規就農者の増加→生産規模の拡大に成功

生産→加工発信による付加価値の向上



「国道バイパス沿道への企業誘致」

自然条件

立地条件

立地コスト

積極的な企業の立地誘導を目指す



理念 ３

子どもの歓声がきこえ、住み続けたいと実感でき

るまち 平群

子育て支援や教育環境の充実、公共交通の利便性の向上
等に取り組み、現在、町外へと流出傾向にある若年世代
に、住む場所として選ばれ、住み続けられるまちづくり
を進めます。

具体的な取組として



子 育 て

応 援 宣 言
子育て中のお父さん・お母さんを“全力”で応援します‼

・病児保育事業を実施
・延長保育も充実
7:30～19:30まで開園！
・近隣では安い保育料！
・35人学級の少人数制！

・子ども医療費
高校卒業まで無料！
・固定資産税3年分
キャッシュバック！
・平群町指定ゴミ袋
無料配布！

・妊婦健診
14回まで助成！
・お父さん・お母さを
サポートできる
多彩な育児サークルが
あります！

制度・助成

応援！

に
応援！

妊娠・育児 保育・教育1



若い世代の定住化を促進



健康づくりと介護予防
住民参画で
「健康寿命の延伸・重症化防止を！」

●介護予防に関する講話・勉強会

・教室の開催

●出前による集団健康教育

●リハビリ教室関係

（リハビリ教室・膝リハビリ教室

・自主リハビリ教室）

◆長寿会とのコラボ◆

地区の「健康推進員」と検診のＰＲ、

体力測定、 打合せ会の随時開催など

毎日お出かけ健康法
毎週へぐりいきいき百歳体操



理念 ４

人と人とがつながる心豊かなまち 平群

今後、増加する高齢者の社会参画の場づくりに取
り組むとともに、地域で暮らしを支え合える体制
づくりやいつまでも心豊かに過ごせる地域社会づ
くりを進めます。とりわけ、地域コミュニティの
醸成と住民参画に注視した施策に取り組んでいま
す。

具体的な取組として





•自主防災組織の活動

町自治連合会主催による、
自主防災訓練(タイムライン研修)の様子

多くの自治会役員、自主防災会役員が参加



これからの「まちづくり」のた
めに

•（仮称）平群町文化センター・図書館建設事
業

🔷施設概要

１：平群町総合文化センター
２：大ホールの名称 くまがしホール
３：イベント広場の名称 どんぐり広場
４：敷地面積 9,983㎡（将来庁舎用地含む）
５：建築面積・延床面積 2,037㎡・2,556㎡
６：駐 車 台 数 130台（うち車いす用3台）※予定



ご清聴ありがとうございました。


